
視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名   乾  え り  

 

１  会 派 名  

  日 本 共 産 党  

 

２  期   日   

令 和 ７ 年 ４ 月 ７ 日 （ 月 ） １ ０ 時 ～ １ １ 時  

 

３  視 察 地  

  よ り そ い サ ポ ー ト セ ン タ ー  

 

４  所 感 等  

 同 席 者 ： セ ン タ ー 長  門 馬 正 明 さ ん  

     流 山 市 社 会 福 祉 協 議 会 事 務 局 長  早 川 仁 さ ん  

     福 祉 政 策 課 長  田 村 健 一 さ ん （ 他 １ 名 ）  

  

＜ 施 設 見 学 ＞  

 流 鉄 流 山 駅 前

の 立 地 。 市 役 所

に も 近 い 。 １ 階

は 会 議 ス ペ ー ス

で 、 こ こ で カ フ

ェ な ど の イ ベ ン

ト を 行 う こ と も

あ る 。 立 ち 寄 っ

た 人 が く つ ろ げ

る ソ フ ァ も あ る 。

２ 階 は 相 談 ス ペ

ー ス と 事 務 室 。

相 談 ス ペ ー ス は 窓 の 広 い 気 持 ち の 良 い 作 り だ が 、 プ ラ イ バ シ ー の



配 慮 が 必 要 な 場 合 は カ ー テ ン を 閉 め る 。 高 齢 相 談 者 へ の 配 慮 で 階

段 に は 手 す り を つ け た 。  

 

＜ セ ン タ ー 長 よ り 説 明 ＞  

①  事 業 の 概 略  

 流 山 市 生 き づ ら さ 包 括 支 援 事 業 （ 重 層 的 支 援 体 制 整 備 事 業 ） の

う ち 、 継 続 的 支 援 事 業 、 参 加 支 援 事 業 の ２ 事 業 を 受 託 。  

・ ア ウ ト リ ー チ 等 を 通 じ た 継 続 的 支 援 事 業 ： 複 雑 ・ 複 合 化 し た 課

題 を 抱 え る 方 へ の 支 援 。信 頼 関 係 の 構 築 、伴 走 を す る 。 8 0 5 0 問 題

な ど 、 何 十 年 も 引 き こ も っ て い た 方 な ど は す ぐ に 動 け な い が 、 定

期 的 な 訪 問 で 手 紙 を 置 く な ど 、 関 係 を 維 持 し て い く 。  

・参 加 支 援：地 域 の 社 会 参 加 の 場 な ど を 活 用 し て つ な が り づ く り 。  

 

 複 合 的 な 問 題 を 抱 え て い た 例 と し て 、 ９ ０ 代 女 性 、 ５ ０ 代 長 男

（ 無 職 ） 、 ３ ０ 代 孫 （ 無 職 ） の 家 庭 で 、 女 性 の 年 金 で 生 活 し て い

た が 、 女 性 が 入 院 、 そ の 後 長 男 も 病 気 で 倒 れ た ケ ー ス 。 医 療 機 関

か ら よ り そ い サ ポ ー ト へ 相 談 → 福 祉 政 策 課 で チ ー ム 編 成 、 高 齢 者

支 援 課 、 社 会 福 祉 課 、 ユ ー ネ ッ ト な ど と 連 携 し て 支 援 。  

 

②  立 ち 上 げ 以 降 の 実 績  

相 談 新 規 件 数 は 当 初 の １ ０ 月 時 点 で ２ １ 名 （ 立 ち 上 げ 前 に １ 名

あ り ）。そ の 後 毎 月 6～ 9 名 で 推 移 し て い る が 、継 続 が 徐 々 に 増 え

て 、 ３ 月 で ４ ４ 名 。 電 話 が 多 い が 、 訪 問 ・ 来 所 ・ メ ー ル も 。 メ ー

ル は 、 匿 名 で 相 談 し た い 人 、 仕 事 が あ っ て 開 所 時 間 に 連 絡 で き な

い 人 と つ な が る と い っ た 効 果 が あ る 。 例 と し て メ ー ル か ら つ な が

っ た 女 性 （ ひ き こ も り ２ ０ 代 男 性 の 母 ） が 来 所 。 リ ー フ レ ッ ト を

渡 し 、 そ の 後 息 子 か ら 連 絡 あ り 、 息 子 と も 信 頼 関 係 が つ く れ 、 母

か ら の メ ー ル で 、 徐 々 に 前 進 し て い る 様 子 が つ か め て い る 。  

内 容 と し て は ８ ０ ５ ０ 問 題 が 多 い 。民 生 委 員 か ら の 連 絡 な ど で 、

訪 問 し 、 会 え な く て も ア プ ロ ー チ を 続 け る 。  

 

＜ 質 疑 ＞  

・ 職 員 の 数 （ 予 算 審 査 資 料 で は ６ 名 。 募 集 時 の 要 求 水 準 書 で は 有



資 格 者 常 勤 で ３ 名 以 上 ）  

 現 在 ５ 名 。 管 理 者 だ っ た 事 務 局 次 長 が ３ 月 で 退 職 。  

セ ン タ ー 長  社 会 福 祉 士  常 勤   

精 神 保 健 福 祉 士  常 勤  

社 会 福 祉 士  非 常 勤  

看 護 師  非 常 勤  

事 務 員  非 常 勤  

 

・ 社 会 福 祉 協 議 会 の 中 で 異 動 は あ る の か  

 社 協 本 局 で は 異 動 が あ る が 、 こ の ５ 名 は 不 動 。 資 格 ・ 経 験 ・ 意

欲 な ど で 採 用 し て い る 。 （ 社 協 事 務 局 長 ）  

 

・ 予 算 審 査 資 料 で は 人 件 費 約 ２ ４ ０ 万 。 月 ２ ０ ０ 万 。 少 な く な い

で す か ？  

 （ お 答 え は な し ）  

 

・ 周 知 が 課 題 と 言 わ れ て い た が  

  や っ て い る こ と ： 各 種 あ つ ま り に 参 加 （ 民 生 委 員 、 子 ど も 食

堂 、 障 害 者 団 体 、 高 齢 者 ふ れ あ い の 家 な ど ）  

広 報 な が れ や ま    

  社 協 の 福 祉 だ よ り  

社 協 の Ⅹ （ 2 0 0～ 3 0 0 の 閲 覧 も ）  な ど  

 

・ サ ー ビ ス 上 の 課 題 は  

 本 人 が ヘ ル プ を 出 さ な い と 動 け な い 。そ こ が も ど か し い と こ ろ 。 

 

・ 委 託 は Ｒ ９ 年 度 末 ま で で 、 計 画 は ８ 年 度 ま で だ が 。  

 次 の 計 画 に 継 続 す る 。 （ 福 祉 政 策 課 ）  

 

・ 伴 走 は 、 こ れ ま で の 支 援 で は で き て い な か っ た の か 。  

 解 決 す る か ど う か で 、伴 走 は で き て い な か っ た 。（ 福 祉 政 策 課 ） 

 

・ 参 加 支 援 で 、 ど の よ う な 場 と の つ な が り が あ る の か 。  

２ 名 で 常 勤 １ 名 ＋ α と 説 明  



 フ リ ー ス ク ー ル 流 山 、 は ぐ く み の 輪 な ど  

 

・ ホ ー ム ペ ー ジ の 説 明 で 会 議 室 に 「 地 域 の 方 の 居 場 所 ‥ に 使 え ま

す 」 と あ っ た が 、 こ こ を 居 場 所 的 に 使 う の か 。  

 短 時 間 寄 る 方 が い る 。 居 場 所 も や っ て い き た い 。  

 先 日 「 ダ ブ ル ケ ア カ フ ェ 」 を 開 催 （ 介 護 ・ 育 児 の ダ ブ ル ケ ア を

か か え る 方 ） 、 千 葉 県 初 。 参 加 者 同 士 の つ な が り へ 。 「 よ り サ ポ

カ フ ェ 」 を ４ 月 ４ 日 に 開 催 。 １ ２ 名 参 加 。 月 1 く ら い や り た い 。

不 登 校 カ フ ェ も 考 え て い る 。 学 校 に 行 け な い 子 と 親 の 会 も や っ て

い く 予 定 。  

集 ま っ た 人 か ら 、 個 別 相 談 が あ れ ば 、 ２ 階 で 相 談 も で き る 。  

 

・ ヤ ン グ ケ ア ラ ー は 把 握 し た も の が あ る か 。  

 今 の と こ ろ な い 。  

 

・ ア ウ ト リ ー チ は 何 を 手 掛 か り に や っ て い る の か 。  

 民 生 委 員 や 地 域 の 人 か ら の 連 絡 で 、 こ の 家 は 心 配 だ が 、 心 配 し

て い る 人 も か か わ り が な い 、 と い う よ う な 場 合 。 町 会 や 周 囲 か ら

関 係 を 作 っ て い く よ う に し て い る 。  

 

・ セ ン タ ー 長 の メ ッ セ ー ジ  

 手 を 差 し 伸 べ て も 、 相 手 が 握 り 返 し て く る か は わ か ら な い が 、

決 し て そ の 手 を 引 く こ と な く 、も し そ の 人 が ふ り か え っ た と き に 、

よ り そ い サ ポ ー ト が あ っ た 、 と 思 っ て も ら え る よ う に し た い 。  

 

＜ 感 想 ＞  

市 民 が 相 談 す る 窓 口 が 増 え 、 関 係 機 関 が 連 携 し て 取 り 組 む の は

良 い 方 向 だ と 考 え る 。 継 続 的 な 関 係 性 の 構 築 、 こ れ ま で 手 の 届 か

な か っ た と こ ろ へ の ア プ ロ ー チ が さ れ 、 意 欲 的 な 取 り 組 み と 感 じ

た 。  

た だ し 、専 門 職 常 勤 ３ 名 が も と め ら れ て い る と こ ろ 、常 勤 ２ 名 +

非 常 勤 ２ 名 と の こ と で 、 不 十 分 で は な い だ ろ う か 。 毎 月 新 規 は 一

桁 で も 、 継 続 が 増 え て い っ て お り 、 意 欲 的 な 取 り 組 み を す れ ば す



る ほ ど 過 重 負 担 に な る の で は な い か と 気 が か り で あ る 。  

国 が 介 護 ・ 福 祉 ・ 教 育 な ど の 必 要 な 経 費 を 削 る 中 で 増 し て い る

困 難 に 立 ち 向 か う に は 、 抜 本 的 に そ れ ぞ れ の 部 署 の 人 員 配 置 を 増

や し た う え で 、 連 携 を 強 め る 必 要 が あ る の で は な い か 。 多 機 関 協

働 に つ い て 、 厚 労 省 が 予 算 縮 小 の 議 論 を し て お り 、 梯 子 を 外 さ れ

る こ と の 無 い よ う 、 市 も 国 に 対 し て 声 を 上 げ る べ き と 考 え る 。  


